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過日、「しきなみ短歌」の米須奈々子さん、比嘉康子さん、金城順子さん、屋嘉千代子さん、宮城厚美さん、
来間シズエさんが5･6年生の全クラスで授業をしてくださいました。授業の始めは、短歌についての基礎知識
を学びました。その後、各学級で決めた題材をもとに短歌作りに挑戦しました。短歌作りは、まず、学級全体で
作ることから始めました。例えば、「夏」が題材ならば、「したたる汗と」(7音)や「かき氷」(5音)のように思いつ
く言葉を一人でひとつずつ短冊に書きます。そ
して、みんなから集まった短冊を並べて、5･7･
5･7・7(31音)の短歌にしていくのです。いい
作品ができると、子どもたちからも「おぉー！」
の歓声が上がりました。それをくり返していくう
ちに、子どもたちは短歌のイメージを掴み、自
分の作品を書いていきました。授業はこれで
終わりですが、驚くことに数日後、清書されて
挿絵のついた作品が子どもたち一人一人に
プレゼントされたのです。一生の思い出になる
ような素敵なプレザントでした。「しきなみ短
歌」の皆様、本当にありがとうございました。

名護小学校ホームページにカラー版を掲載しています。

運動会に向
けての練習が
本格的に始まり
ました。涼しい
気候で子ども
たちも楽しそう
に練習に取り
組んでいます。
本番がとても

楽しみです！



茶道クラブの外部講師として、大城登紀子さん
が茶道の基本的なことを実演を通してご指導くださいました。
お着物姿で自前の茶器をお持ちになり、お茶の作法を丁寧

に説明しながら、子どもたち一人一人にお茶を点ててください
ました。凜とした緊張感の中、初めてのお茶をいただき、子ども
たちも大満足の笑顔でした。次は、いよいよ、子どもたちが「お
点前」を行います。
大城さん、ご準

備からご指導まで
本当にありがとうご
ざいました。

１０月１９日、名護市童話お話大会が、低学年の部
真喜屋小学校、高学年の部、屋部小学校で行われま
した。本校からは、３年生の上間良丸さんと４年生の
安里芙海さんが代表で出場しました。２人ともとても
堂々とした発表でした。惜しくも、名護市の代表には、
選ばれなかったですが、優秀賞になりました。夏休み
から、練習を積み重ねて本当によく頑張ったと思いま
す。来年もぜひ、チャレンジして欲しいですね。

今年の運動会テーマを児童会の皆
さんが、大懸垂幕に書いてくれました。
みんなで力を合わせ、名護小パワー

があふれる運動会にしていきましょう！

３年生の玉城虎之助さんが、去る９月１１日
に行われた第26回九電杯全九州わんぱく相撲
大会において３学年の部3位、10月22日に行
われた浦添市長杯において、3学年の部で優勝
したを報告に来てくれました。大活躍ですね！

１０月１７日から約１か月間、名護小学校で教育
実習をします。久志女織です。主に２学年に入り、
勉強させてもらっています。フレンドリーな児童が
多く、毎日充実した実習ができているので、大変
嬉しく思っています。たくさんの先生方と子どもた
ちから色々なことを学び、吸収できるように頑張り
ます。どうぞ、よろしくお願いします。


